
― 48 ―

アジア諸国における文化遺産を形作る素材の劣化と保存に関する調査・研究（②セ02-07-2/5）

目　　的

アジア諸国では、煉瓦、土、石など、各地の遺跡に共通して用いられている材料が認められる。本研究で

は、地域で区切って研究を行うのではなく、各文化財に共通して用いられている素材を調査・研究すること

から、その素材で形作られた多くの文化財の保存修復に寄与することを目的とする。具体的には、材料の物

性とその劣化に関する基礎的な研究を行うことから、それぞれの材料が劣化しにくい条件を考察し、材料に

対して、あるいは遺跡の環境に対して、材料劣化を起こしにくい条件を与えることで、文化財の保存修復に

貢献する。

成　　果

素材の劣化に関する基礎的研究として、表面粗さ計を開発し、屋外において文化財表面が劣化した場合に、

どの程度の凹凸が形成されているかを定量化できるシステムを確立した。また、エコーチップ試験器を用い

て石材の硬さを定量的に計測する方法を確立し、さらに接触角計を用いることにより、合成樹脂による撥水

処理効果を定量的に評価する方法を確立した。

　こうした基礎研究を受けて、カンボジア・アンコール遺跡群のタ・ネイ遺跡において、砂岩の表面に蘚苔

類が繁茂した部分では、そうでない部分に比べて表面硬度が低下していることが明らかにされ、蘚苔類が繁

茂しにくいような環境を与えることが遺跡の保存に有効な可能性が指摘された。また、タイ・スコータイ遺

跡においては、遺跡の撥水処理を行うに際して、その効果に対して表面粗さがどのように影響を与えるかに

関する現地実験を開始した。
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